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家族との連絡方法の確認にも大きな差が見られる．外出
していた家族が帰宅するのを待つために避難が遅れる事例

が知られているが，事前に連絡方法を確認していた世帯は

その問題を回避できたためだと考えられる．避難行動と洪

水情報の入手手段との関係を図-3に示す．全体的に見た場
合，避難している人のほうが各手段において情報を入手し

ている傾向がみられる．特に，自分で目撃するか消防団に

呼びかけられた場合に避難する住民の割合が大きくなって

いる．
図-4は洪水情報の入手手段の数と避難行動の関係を示し

ている．この図から，洪水情報を多くの情報手段から得て

いるほど避難することが示される．異なる情報源から重複

して情報を受け取ることで，洪水の危険性をより強く認知
するためだと解釈できる．また，これだけ多くの手段で洪

水情報が伝達されていたにも関わらず，避難しなかった人

の25%強が全く情報を得ていないことが明らかになった．

こうした住民には既存の手段の効果が及ばない可能性があ
る．そのため，自治会での電話連絡網の活用など網羅的か

つ確実な災害情報伝達ネットワークを制度的に保証する必

要があるだろう．

(3) 災害外力と避難行動の相関
災害外力の大きさを家屋被害に関連付け自助，共助およ

び公助がどの様に機能したかについて検討する．図-5は，
被害があった回答者を抽出し，災害外力の大きさと避難の
理由を示したものである．全体では，自宅が水に浸かり始
めた34.9%，避難勧告・指示31.3%，消防団からの呼びかけ
15.1%の順になっている．また，災害外力が大きくなるに
従って避難理由を自助としての自宅が水に浸かり始めたと

答える割合が大きく，逆に公助としての避難勧告・指示を
理由に挙げる割合が小さくなっている．避難のみでは49.1%
に対して，家屋全壊0%であることから，最も情報を必要と
する住民に公助としての避難勧告・指示が活かされていな
いことが認められる．これは，避難勧告・指示の発令が遅
すぎ，全壊および半壊の家屋では避難勧告・指示の発令の
前に水に浸かり始めたことが考えられる．また共助として
の隣人および消防団の呼びかけを理由に挙げる割合は，家
屋全壊および半壊でそれぞれ26%および31%であるのに対
して，床下浸水および避難のみでは，それぞれ18%および
22%であることから，災害外力の大きい場合には共助が有
効に機能している．なお，外水氾濫において自宅が水に浸
かりはじめて避難を開始する選択行動は，避難時に氾濫流
に遭遇する可能性が高く，避難によって罹災する危険性を
有することから適切な判断とは言い難く，避難勧告・指示
の発令に大きな課題を残した．

４．おわりに

本研究では，平成18年7月洪水により被害を受けた川内川

流域の住民を対象としアンケート調査を実施することによ
り，避難すべき住民として家屋が床上浸水，半壊，全壊し

た世帯を選び，そのなかで避難した住民と避難しなかった

住民を分け，避難行動を規定する要因を統計的に検討した．

今後の課題としては，得られた結果に対する普遍的構造に
ついて，更に他流域における災害事例の分析を積み上げて

行く必要がある．また，政策的課題として，災害外力が強

く作用する地域の住民，災害弱者となる高齢者，病人，幼

児を抱える家族に対して公助としての機能を強化すること
が求められる．

図-4 避難行動と洪水情報入手手段の数
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